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2016.２月号 2016.２月号

新成人インタビュー（20歳の抱負）

特
別
表
彰
受
賞
者

表
彰
さ
れ
た
方
々

　１月10日、文化センターで平成28年成人式が厳粛に行なわれまし
た。今年の成人者は98名で47名が出席しました。式典会場は晴れ着
姿の新成人で華やかに彩られ、来賓の方々から激励とお祝いのことば、
お祝いのメッセージが多数寄せられました。そして新成人を代表して
平賀出雲さん（高円）が20歳の決意を述べられました。

成人おめでとうございます！

平成28年成人式
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奈
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町
長
感
謝
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災
防
御

　
　廣
見

　
　綾
（
発
見
・
通
報
）

奈義町消防団出初式

　１月17日、小学校グラウンドで、消防団出初式が行なわれました。
　当日は好天に恵まれ、団員291名をはじめ、自衛隊消防ポンプ班、津山圏域消防組合日本原出張所の
協力参加を得て、厳粛かつ盛大に挙行されました。植月団長の訓示、笠木町長の挨拶の後、16名の新
入団員が任命され、また永年にわたり消防活動に功労のあった優良団員等に表彰状が贈られました。

▲新入団員を代表して任命書を受け取った黒川大貴さん(左）と
　宣誓する佐藤大さん(右)

(

敬
称
略
・
順
不
同
）

▲団旗、分団旗の入場

▲訓示を行なう植月団長
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私
は
２
年
前
社
会
人
と
し
て
の
道
を
選

択
し
、
現
在
日
々
、
仕
事
に
励
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

私
は
現
在
、
地
元
の
製
薬
会
社
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
入
社
時
は
、
多
々
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
上
司
や
先
輩
方
の
優
し

い
気
遣
い
や
指
導
も
あ
り
、
職
場
の
環
境

に
も
す
ぐ
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、
今
は

や
り
が
い
を
感
じ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
20
年
間
で
様
々
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
つ
い

最
近
の
事
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

成
人
す
る
と
い
う
事
は
、
自
由
に
な
る
反

面
、
一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
に
今
ま
で
以
上

の
責
任
が
伴
い
ま
す
。
成
人
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
社
会
性
を
身

に
付
け
、
そ
の
中
で
少
し
で
も
多
く
の

方
々
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
人
間
に
な
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
中
で
、

今
ま
で
の
道
の
り
か
ら
は
想
像
も
で
き
な

い
よ
う
な
困
難
や
高
い
壁
が
待
ち
受
け
て

い
る
事
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
乗
り
越

え
て
い
く
為
に
は
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

や
責
任
感
を
持
ち
、
立
派
な
大
人
に
な
れ

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
、
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
私
を
見
守
っ
て
く

れ
た
人
、
支
え
て
く
れ
た
人
な
ど
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

さ
て
、「
成
人
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
？

心
身
の
発
達
の
程
度
、
20
歳
と
い
う
年
齢
、

自
立
し
て
賃
金
を
得
る
な
ど
の
基
準
が
あ

り
ま
す
が
、
私
自
身
は
ま
だ
ま
だ
不
安
で

す
。

　

私
の
場
合
、
中
学
校
卒
業
後
、
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
防
衛
省
管
轄
の
高

校
）
を
経
て
、
陸
上
自
衛
隊
で
勤
務
し
た

こ
の
５
年
間
で
国
家
と
国
民
を
守
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
決
し
て
楽
な
生
活
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
成
人
と
し
て
歩
む
人
生
の
道

の
先
々
で
し
っ
か
り
と
し
た
意
味
の
あ
る

目
的
と
目
標
を
掲
げ
、
自
他
共
に
認
め
ら

れ
る
よ
う
「
勇ゆ

う
お
う
ま
い
し
ん

往
邁
進
」
を
成
人
の
抱
負

と
し
て
、
日
々
胸
を
張
っ
て
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
官
と

し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、
国
民
の
期
待
に

応
え
る
よ
う
与
え
ら
れ
た
責
務
の
完
遂
に

努
め
る
こ
と
を
こ
こ
に
再
度
誓
い
ま
す
。

　

今
日
無
事
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
看
護
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
中
学
生
の
時
、
保
健
師
に
な
り
た
い

と
思
い
現
在
通
っ
て
い
る
学
校
へ
進
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
２
月
に
看
護
師

の
国
家
試
験
が
控
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
辛
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
分
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
こ
の
よ
う
に
良
い
環
境
で
勉
強
で
き
て

い
る
こ
と
も
、
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
も
友
だ
ち
や
先
生
方
、
そ
し
て

何
よ
り
家
族
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
本
当
に
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

今
年
成
人
式
を
迎
え
て
私
た
ち
は
世
間

の
人
か
ら
、
大
人
と
い
わ
れ
る
立
場
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
責
任
の
あ
る
行

動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
色
々
な

人
や
モ
ノ
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
自
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
夢
へ
向
か
っ
て
努
力
し
つ

つ
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し
、
様
々

な
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
部
飛
汰
さ
ん
（
中
島
西)

二
子
石 

正
和
さ
ん
（
滝
本)

岡
　
美
希
さ
ん
（
久
常)
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奈義町消防団出初式

　１月17日、小学校グラウンドで、消防団出初式が行なわれました。
　当日は好天に恵まれ、団員291名をはじめ、自衛隊消防ポンプ班、津山圏域消防組合日本原出張所の
協力参加を得て、厳粛かつ盛大に挙行されました。植月団長の訓示、笠木町長の挨拶の後、16名の新
入団員が任命され、また永年にわたり消防活動に功労のあった優良団員等に表彰状が贈られました。

▲新入団員を代表して任命書を受け取った黒川大貴さん(左）と
　宣誓する佐藤大さん(右)

(

敬
称
略
・
順
不
同
）

▲団旗、分団旗の入場

▲訓示を行なう植月団長
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2016.２月号 2016.２月号

分野

国民健康保険

税

その他

窓口

税務住民課

税務住民課

税務住民課

必要となる手続き
資格取得の届出に関する届書
被保険者証の再交付
各種医療費支給申請書　　など
(固定資産税）償却資産に関する申告
(軽自動車税）減免の申請
相続による納税義務者の承継の届出
納税管理人の申請、変更　　　など

心身障害者医療費受給資格者証（交付・更新）申請書
ひとり親家庭等医療費受給資格者証（交付・更新）申請書
町営住宅使用申込書
後期高齢者医療保険に関する手続き　　など

福　祉 健康福祉課

(介護保険）要介護認定申請など各種申請　
障がい者支援、手帳・手当の申請
児童扶養手当申請書
生活保護の申請　　　　など

こども
健康福祉課
税務住民課
教育総務課

保育園入所申込書
妊娠の届出・養育医療の申請
児童手当・特例給付認定請求書
乳幼児及び児童生徒医療費受給資格者証（交付・更新）申請書
就学援助申請書　　など

◆車検証の初度検査年月とは
　　最初に軽自動車検査協会に登録申請し、受理された年月のことで中古車を購入した年月や、一般的な車検を受けた年月では
　ありません。お手持ちの車検証をご確認ください。

岡山 ５８０ あ １２３４

交付年月日
平成
○○年○○月○○日

初度検査年月
平成
○○年○○月

自動車の種別

軽自動車

用途

乗用

自家用・事業用の別

自家用

車 両 番 号

軽自動車
※平成27年４月１
日以降に最初の
新規検査を受け
るもの

三輪のもの

四輪以上
乗用

貨物用

自家用
営業用
自家用
営業用

軽減税額
平成27年３月31日
以前に新車新規登
録済みの車

3,100円
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円

平成27年４月１日
以降に新車新規登
録する車

3,900円
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

新車新規登録後13
年を超える車

4,600円
12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

車種区分

原動機付自転車

二輪の小型自動車

小型特殊自動車

軽自動車　二輪のもの

50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
ミニカー
250cc超
農耕作業用のもの
その他のもの
125cc超250cc以下

標準税額（円)
平成27年度まで
1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
4,000円
1,600円
4,700円
2,400円

平成28年度から
2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
6,000円
2,400円
5,900円
3,600円

車種区分 ＋

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112  ／  教育総務課　☎36-4195
　　　　　　　　健康福祉課（保健相談センター)　☎36-6700

　通知カードと身元確認できるものが必要で、運転
免許証やパスポートなど顔写真付証明書の場合は１
種類、顔写真がない場合は、保険証と年金手帳など
２種類をお持ちください。

　個人番号カードでマイナンバーと身元確認が
１枚で済みます。

　本町では、マイナンバーカードを利用してコンビニ
エンスストアで住民票等の交付は行なっていませんが、
事前に電話で予約していただくことで、休日に交付す
ることもできます。
　平日に来庁できない方は、ぜひご活用ください｡

＜交付できる証明書＞
　　○本人及び世帯構成員のみ対象
　　　住民票、所得・課税・納税・資産・評価証明書
　　○本人のみ対象　印鑑登録証明書
＜予約受付時間＞　　祝休日を除く平日8:30～17:15
＜証明書交付時間＞　祝休日の8:30～17:15

　個人情報保護やなりすましを防ぐため、マイナンバーを使う手続きでは、マイナンバーと身元の
確認を行ないます。各種申請の際は、手続きに必要な書類に加えて、以下の書類をご持参ください。

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112 ●事前予約・問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

　平成27年度（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）に最初の新規検査を受けた、電気自動車など排出ガス
性能の優れた環境負荷の小さい軽自動車（三輪、四輪以上の車両）について、その燃費性能に応じたグリーン化特例
(軽課）を導入し、軽自動車税が軽減されます。

軽自動車のグリーン化特例（軽課）について（平成28年度のみ）

　三輪・四輪以上の車両については、最初の新規検査年月（車検証の「初度検査年月｣）により、現行税率、新税率、
重課税率のいずれかの税率になります。税額は次のとおりです。

　平成26・27年度税制改正において、車体課税の見直しを含めた軽自動車関係税制の見直しが行なわれ、平成28年度
からの軽自動車税の税率が変更となり、税額が変わります。
　また、グリーン化を進める観点から、平成27年度中に新規検査を受けた電気自動車などの環境に優しい軽自動車には、
税金が安くなる軽課税で平成28年度に限り課税され、最初の新規検査から13年を経過した軽自動車等には税金が高く
なる重課税が平成28年度から適用されます。

軽自動車（三輪・四輪以上の車両）

　原動機付自転車及び二輪車等につきましては、平成28年度課税分から次の税額となります。

原動機付き自転車及び二輪車など

※電機自動車、天然ガス自動車、メタノール自動車、混合メタノール自動車及びガソリン電力併用軽自動車並びに被けん引車は
　対象外です

自　動　車　検　査　証

軽自動車税の税額が変更になります｡

３．以下の手続でマイナンバーの記入が必要になります。(主な手続きを掲載しています｡）

１．個人番号カードを持っている場合

休日に各種証明書の交付が受けられます｡

２．個人番号カードを持っていない場合

役場窓口などでの各種申請にマイナンバーの記載が必要です。
平成28年１月から

※個人番号カー
ドは、交付の
準備が出来次
第、申請者の
方に連絡しま
す。
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　町では、人口ビジョンに基づき、今後５年間の町の施策の方針を定める「奈義町まち・ひと・しごと創生総合戦略｣
を策定しており、戦略の最大目標を「6,000人程度の人口を維持し、産業と町の活力を保つ」としています。
　この目標の達成度を計るため、無作為に抽出した18～79歳の男女2,000人を対象に「住民満足量調査」を毎年実施し、
町民の皆様が、｢いかに日々の暮らしに満足しているか（不満や不足を感じていないか)」を点数化しています。
　調査結果は、総合戦略の目標達成に向けた政策の指標や方向性の見直しに活用し、町政に反映させていきます。

　　調査期間　　
　平成27年10月18日～26日

　　回 収 数　　
　908通（回收率：45.4％）

　　総合評価　　

　 　68点

　　

　　総　　評
　評価の高い分野として「健康保持」｢子ども」についてが、反対に改善を求められる分野として「仕事や収入」｢親・
親戚・高齢者」があげられました。
　｢仕事や収入」においては、現在就労をしている人にとっては、環境は恵まれていると読み取ることができますが、
新たに就業したい人、転職や起業などをしたい人、退職が近づく世代にとっては、比較的不満が高いため、そのような
方に対する支援が必要であることが示唆されています。｢親・親戚・高齢者」については、介護などの生活面での不安
より、後継者問題または自身の就労についての問題が大きいと分析できます。
　年代別に比較した場合にも、総合的な満足度に大きな違いは見られませんが、医療面において、70代では満足度が高
いのに対して、40代までで特に中学生以下の子どもを持つ層を中心に満足度が低くなっています。かかりつけ医となり
うる小児科医または耳鼻咽喉科医等において不安があると推測されます。
　反対に50代以上で満足度の低い項目として、学校教育関連のものが目立ちました。しかし、｢子ども」においては比
較的関連の高い項目が上位に来ていることから、｢子育て」における満足度はそれなりに高いことが伺えます。

　　今後の課題
○日常生活

「公共交通機関が乗りやすく、便利である」　47点
　30代～50代以上、または中学生以下の子どものいる方の点数が低いことから、通学または習い事、通院等にお
いて、公共交通機関が不便と感じる方が多いと考えられます。車に乗れない人たちのために、現状の福祉バスやコ
ミュニティバスを踏まえ、より利便性の高い公共交通のあり方を検討していかなければなりません。

○仕事や収入
「短時間のパートやアルバイトを見つけやすく、働きやすい」　47点
　30代の点数が低く、また、中学生以下の子どもがいる方で満足度が低い傾向にあることから、子育てが一段落し
て、再び働きに出ようとしたときに、問題が発生していると推測されます。現実問題への対応というよりも、漠然
とした不安感を解消する施策が求められている可能性が高いと考えられます。

（それぞれの分野で最も点数が低かった項目から抜粋）

住民満足量調査結果について

●主催　奈義町､  奈義町教育委員会　●共催　幼・小・中PTA連絡協議会　●問い合わせ先　役場 総務課 ☎36-4111

■場所　奈義町文化センター　大ホール
■講師　平田オリザさん　■参加費　無料

分野別平均点

　去年11月に本町が発表しました「平成26年 合計特殊出生率2.81」は、単
年の数値ではあるものの、国全体の出生率1.42の２倍近い数値であり、番
組の中で、なぜ県北の中山間地域にある町でそれほど高い出生率を実現でき
たのか、その理由を探り、これからの日本がどうすればよいのか、そのヒン
トを見つけ出したいとのことでした。
　番組の中では、町の子育て支援施策や子育て世代の方々のインタビュー、
チャイルドホームの取り組みなどが紹介されることとなっています。
　放送日は、NHK総合で平成28年２月20日㈯午後９時からの予定です。詳
細については、無線放送、奈義ちゃんねる等でお知らせしますので、是非ご
覧ください。

　本町で、12月11日～13日の３日間にわたり、ＮＨＫスペシャル「私
たちのこれから」の取材・撮影が行なわれました。
　この番組は、様々な「日本のこれから」をテーマに、専門家や年代別
の一般の方々等が一緒になって考えていく討論番組で、次回のテーマと
して「少子化対策」を予定しています。

NHKスペシャル「私たちのこれから」の取材を受けました！
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今の中学1年生が受験する2020年度から、
大学入試が大きく変わります。

一人が何度も受験でき、コンピューターを使って、
知識量より考える力を問うものになると言われています。

これは新しい時代に向けて、主体性や多様性、
協働性を重視する教育への改革の一環として

予定されているものです。
なぜ、これまでとは違う教育が求められるのか。 

21世紀型の能力はどうやって身に付けられるのか。

劇作家・演出家、また大学教授としてだけではなく、
アイドルグループ “ももクロ”を起用した映画や芝居、

城崎国際アートセンター芸術監督、小中学校の
国語教科書への教材提供など、幅広い活動と発信を続ける

平田オリザさんのお話を聞いて、一緒に考えてみませんか。

平
田 
　オ
リ
ザ

1962年東京生まれ。劇作家、演出家。城崎国際
アートセンター芸術監督、こまばアゴラ劇場芸術
総監督、劇団「青年団」主宰。東京藝術大学COi
研究推進機構特任教授、大阪大学コミュニケーシ
ョンデザイン・センター客員教授、四国学院大学
客員教授・学長特別補佐。
1995年『東京ノート』で第39回岸田國士戯曲賞
受賞。2002年『芸術立国論』(集英社新書）で、
AICT演劇評論家賞受賞。2003年『その河をこえ
て、五月』(2002年日韓国民交流記念事業）で、
第2回朝日舞台芸術賞グランプリ受賞。2006年モ
ンブラン国際文化賞受賞。2011年フランス国文
化省より芸術文化勲章シュヴァリエ受勲。その戯
曲はフランスを中心に世界各国語に翻訳・出版さ
れている。2002年度以降中学校の国語教科書で、
2011年以降は小学校の国語教科書にも平田のワ
ークショップの方法論に基づいた教材が採用され、
多くの子どもたちが教室で演劇を創作する体験を
行なっている。近年は大阪大学石黒研究室と共同
でロボッ卜・アンド口イド演劇の上演に取り組み、
国内外から注目を集めている。
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　｢仕事や収入」においては、現在就労をしている人にとっては、環境は恵まれていると読み取ることができますが、
新たに就業したい人、転職や起業などをしたい人、退職が近づく世代にとっては、比較的不満が高いため、そのような
方に対する支援が必要であることが示唆されています。｢親・親戚・高齢者」については、介護などの生活面での不安
より、後継者問題または自身の就労についての問題が大きいと分析できます。
　年代別に比較した場合にも、総合的な満足度に大きな違いは見られませんが、医療面において、70代では満足度が高
いのに対して、40代までで特に中学生以下の子どもを持つ層を中心に満足度が低くなっています。かかりつけ医となり
うる小児科医または耳鼻咽喉科医等において不安があると推測されます。
　反対に50代以上で満足度の低い項目として、学校教育関連のものが目立ちました。しかし、｢子ども」においては比
較的関連の高い項目が上位に来ていることから、｢子育て」における満足度はそれなりに高いことが伺えます。

　　今後の課題
○日常生活

「公共交通機関が乗りやすく、便利である」　47点
　30代～50代以上、または中学生以下の子どものいる方の点数が低いことから、通学または習い事、通院等にお
いて、公共交通機関が不便と感じる方が多いと考えられます。車に乗れない人たちのために、現状の福祉バスやコ
ミュニティバスを踏まえ、より利便性の高い公共交通のあり方を検討していかなければなりません。

○仕事や収入
「短時間のパートやアルバイトを見つけやすく、働きやすい」　47点
　30代の点数が低く、また、中学生以下の子どもがいる方で満足度が低い傾向にあることから、子育てが一段落し
て、再び働きに出ようとしたときに、問題が発生していると推測されます。現実問題への対応というよりも、漠然
とした不安感を解消する施策が求められている可能性が高いと考えられます。

（それぞれの分野で最も点数が低かった項目から抜粋）

住民満足量調査結果について

●主催　奈義町､  奈義町教育委員会　●共催　幼・小・中PTA連絡協議会　●問い合わせ先　役場 総務課 ☎36-4111

■場所　奈義町文化センター　大ホール
■講師　平田オリザさん　■参加費　無料

分野別平均点

　去年11月に本町が発表しました「平成26年 合計特殊出生率2.81」は、単
年の数値ではあるものの、国全体の出生率1.42の２倍近い数値であり、番
組の中で、なぜ県北の中山間地域にある町でそれほど高い出生率を実現でき
たのか、その理由を探り、これからの日本がどうすればよいのか、そのヒン
トを見つけ出したいとのことでした。
　番組の中では、町の子育て支援施策や子育て世代の方々のインタビュー、
チャイルドホームの取り組みなどが紹介されることとなっています。
　放送日は、NHK総合で平成28年２月20日㈯午後９時からの予定です。詳
細については、無線放送、奈義ちゃんねる等でお知らせしますので、是非ご
覧ください。

　本町で、12月11日～13日の３日間にわたり、ＮＨＫスペシャル「私
たちのこれから」の取材・撮影が行なわれました。
　この番組は、様々な「日本のこれから」をテーマに、専門家や年代別
の一般の方々等が一緒になって考えていく討論番組で、次回のテーマと
して「少子化対策」を予定しています。

NHKスペシャル「私たちのこれから」の取材を受けました！
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今の中学1年生が受験する2020年度から、
大学入試が大きく変わります。

一人が何度も受験でき、コンピューターを使って、
知識量より考える力を問うものになると言われています。

これは新しい時代に向けて、主体性や多様性、
協働性を重視する教育への改革の一環として

予定されているものです。
なぜ、これまでとは違う教育が求められるのか。 

21世紀型の能力はどうやって身に付けられるのか。

劇作家・演出家、また大学教授としてだけではなく、
アイドルグループ “ももクロ”を起用した映画や芝居、

城崎国際アートセンター芸術監督、小中学校の
国語教科書への教材提供など、幅広い活動と発信を続ける

平田オリザさんのお話を聞いて、一緒に考えてみませんか。

平
田 

　オ
リ
ザ

1962年東京生まれ。劇作家、演出家。城崎国際
アートセンター芸術監督、こまばアゴラ劇場芸術
総監督、劇団「青年団」主宰。東京藝術大学COi
研究推進機構特任教授、大阪大学コミュニケーシ
ョンデザイン・センター客員教授、四国学院大学
客員教授・学長特別補佐。
1995年『東京ノート』で第39回岸田國士戯曲賞
受賞。2002年『芸術立国論』(集英社新書）で、
AICT演劇評論家賞受賞。2003年『その河をこえ
て、五月』(2002年日韓国民交流記念事業）で、
第2回朝日舞台芸術賞グランプリ受賞。2006年モ
ンブラン国際文化賞受賞。2011年フランス国文
化省より芸術文化勲章シュヴァリエ受勲。その戯
曲はフランスを中心に世界各国語に翻訳・出版さ
れている。2002年度以降中学校の国語教科書で、
2011年以降は小学校の国語教科書にも平田のワ
ークショップの方法論に基づいた教材が採用され、
多くの子どもたちが教室で演劇を創作する体験を
行なっている。近年は大阪大学石黒研究室と共同
でロボッ卜・アンド口イド演劇の上演に取り組み、
国内外から注目を集めている。
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2016.２月号 2016.２月号

【注意】２月８日㈪ はお休みします。

13：00～15：0013日㈯ おでかけ広場（荒内西地区の地域サロンにおじゃまします｡)

10：30～11：0018日㈭

10：00～11：30２月１日㈪

10：00～12：00９日㈫

10：00～12：0017日㈬

出前講座「子どもの病気とその対策について」小児科
医梶先生のお話です。対象：乳幼児の保護者
おないどしきんちゃい（就園前の親子対象)、幼稚園の
園長先生との座談会を行ないます。

食育教室（地域の方と旬のおかず作りをします。定員
12名で申込み必要。実費負担、託児あり)
音遊び（ピアノや楽器のリズムにのって歌ったり踊っ
たりします｡)

10：30～11：3024日㈬ ０～１歳児あつまれ！（わらべうたタイム＆情報交換)

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

9：30～10：00
３歳６か月児健康診査 平成24年6月１日～平成24年8月31日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が４本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者13：15～13：45

13：00～13：3017日㈬

よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児２月10日㈬

なぎチャイ
ルドホーム

対 象 者 ・ 内 容

保健相談
センター

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者場　所

※主に小学生以下のお子様
　と妊婦を対象とした行事
　を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700

つどいの広場

「ちゅくしんぼ」

場所

なぎチャイルド

ホーム

毎週月～金曜日
時　　間

10：00～15：00
場　所

なぎチャイルドホーム 乳幼児と保護者の情報交換と交流
月 日

★ささみとほうれん草の
　　　　　　　　ゆずポンごま和え（２人分)

　　・鶏ささみ…………２本
　　・酒…………小さじ1/2
　・ほうれん草………100ｇ
　・水菜………………小２株
　・オリーブオイル…小さじ２

　・Ａ
　ゆずポン酢……大さじ１と1/3

　　　　粗挽きこしょう……小さじ1/2
　・いりごま……………………小さじ４

（1）ボウルにほうれん草と鶏ささみ、オリーブオイル
を入れ、Ａを加えてよく混ぜ合わせる。

（2）水菜といりごまを
入れてざっくり混
ぜ合わせる。

　ほうれん
草はビタミ

ン

類、鉄、カ
ルシウムな

ど

どれをとっ
ても栄養的

に

優れている
野菜の王様

で

す。ほぼ年
中出回りま

す

が、冬場の
ものはより

栄

養が豊富で
す。

　今月は高円のなごみ会を紹介します。高円地区では平
成27年にコミュニティハウスに設置されたAEDの使い方
と心肺蘇生法について消防署の方から講習を受けました。
　人形を使って胸骨圧迫、人工呼吸、AEDの使用方法
等について説明を受け、一人では非常に体力が必要で
すが、役割分担をして、協力することが命をつなぎと
めるために大切だと知りました。参加者は協力しなが
ら真剣に取り組まれ、｢AEDの使い方を聞いてもわから
ないと思っていたけど聞いてよくわかった」｢AEDの音
声をよく聞かないといけないな」など様々な声があり
ました。講習後も消防署の方々に心肺蘇生や救急車、
火災報知器のことなど気になることをたくさん質問す
ることができ、実りある講習会となりました。

仲間バンザイ！ 
サロンにおじゃま♪
～みんな活き生き地域サロン～

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

10：00～15：00 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんも気軽に遊びにおいでくだ
さい｡  休日オープン日　２月13日㈯ おでかけ広場の日です。　

毎週
月～金曜日

時　　間 対 象 者 ・ 内 容月 日

なぎ

チャイルドホーム

今月は
高円地区

サロン

●日　　　時  　2月22日㈪
●受　　　付　  午後12時30分～午後４時
●場　　　所　  役場１階ロビー
●献血の基準

※60歳～64歳までの間に献血の経験がある方は、
　69歳まで献血が可能です。

年　　　齢

体　　　重

400mℓ献血
18歳～64歳

男女とも
50kg以上

献血の種類

年齢18歳　以上
体重50㎏　以上の方
であれば、献血に
ご協力いただけます。

●問い合わせ先
　　　　　　保健相談センター  ☎36-6700

献血の受付をされた方に、卵、ティッシュ等をお配りします。

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112
　　　　　　　　津山年金事務所   ☎31-2363

　口座振替は、保険料が自動的に引き落とされるので金融
機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなく、大変
便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付
することによる早割制度や、現金納付よりも割引額が多い
６ヶ月前納・１年度前納・２年度前納もあり、大変お得で
す。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、
金融機関届出印をご持参のうえ、ご希望の金融機関、津山
年金事務所、または役場税務住民課へお申し出ください。

国民年金保険料の納付には、
口座振替がご利用できます。
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を
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し
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　高井靜枝さんは、大正５年１月15日生
まれ。
　楽しくユーモア溢れる性格の高井さんは、
カラオケやゲートボール、旅行などが趣味
で、大勢で楽しく過ごすのが大好きだそう
です。
　この日もカラオケできたえた得意な歌を、
迫力ある声で披露してくださいました。

長寿お祝い事業

高井靜枝さん(行方)
上寿(100歳)およろこび状を贈呈

酒をふりラップをかけ、
電子レンジで２分ほど加熱
し、冷めたら細かくさく
ゆでて水にとり２～３㎝に
切る
２～３㎝に切る
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おないどしきんちゃい（就園前の親子対象)、幼稚園の
園長先生との座談会を行ないます。

食育教室（地域の方と旬のおかず作りをします。定員
12名で申込み必要。実費負担、託児あり)
音遊び（ピアノや楽器のリズムにのって歌ったり踊っ
たりします｡)
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３歳６か月児健康診査 平成24年6月１日～平成24年8月31日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が４本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者13：15～13：45

13：00～13：3017日㈬

よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児２月10日㈬

なぎチャイ
ルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
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センター

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者場　所

※主に小学生以下のお子様
　と妊婦を対象とした行事
　を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700
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★ささみとほうれん草の
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　　・鶏ささみ…………２本
　　・酒…………小さじ1/2
　・ほうれん草………100ｇ
　・水菜………………小２株
　・オリーブオイル…小さじ２

　・Ａ
　ゆずポン酢……大さじ１と1/3

　　　　粗挽きこしょう……小さじ1/2
　・いりごま……………………小さじ４
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　今月は高円のなごみ会を紹介します。高円地区では平
成27年にコミュニティハウスに設置されたAEDの使い方
と心肺蘇生法について消防署の方から講習を受けました。
　人形を使って胸骨圧迫、人工呼吸、AEDの使用方法
等について説明を受け、一人では非常に体力が必要で
すが、役割分担をして、協力することが命をつなぎと
めるために大切だと知りました。参加者は協力しなが
ら真剣に取り組まれ、｢AEDの使い方を聞いてもわから
ないと思っていたけど聞いてよくわかった」｢AEDの音
声をよく聞かないといけないな」など様々な声があり
ました。講習後も消防署の方々に心肺蘇生や救急車、
火災報知器のことなど気になることをたくさん質問す
ることができ、実りある講習会となりました。

仲間バンザイ！ 
サロンにおじゃま♪
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毎週
月～金曜日

時　　間 対 象 者 ・ 内 容月 日

なぎ

チャイルドホーム
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サロン
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瑞
宝
単
光
章（
防
衛
功
労
）

   

水
島 
泰
雄
さ
ん（
高
円
）

　
水
島
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
６
月
に
陸
上
自
衛
隊
に

入
隊
さ
れ
、
平
成
16
年
８
月
に
准
陸
尉
と
し
て
退
官

さ
れ
る
ま
で
の
36
年
間
、
旺
盛
な
責
任
感
を
も
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て

職
務
を
遂
行
し
、
自
衛
隊
の
充
実
発
展
に
貢
献
さ
れ

瑞
宝
単
光
章
の
栄
誉
に
俗
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、
第
13
戦
車
大
隊
・
第
２
混
成
団
・
業

務
隊
演
習
場
対
策
室
に
所
属
さ
れ
、
演
習
場
管
理
係

で
は
、
関
係
部
隊
と
の
連
絡
調
整
を
綿
密
に
行
な
い
、

演
習
場
及
び
廠
舎
の
使
用
統
制
・
整
備
補
修
等
を
適

正
に
実
施
し
、
地
域
住
民
、
関
係
部
外
機
関
等
と
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
官
後
は
、
在
職
中
か
ら
続
け
て
い
る
空
手
を
青

少
年
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
大
会
出
場
に

向
け
て
日
々
練
習
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
受
章
に
あ
た
り
水
島
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
章
は

と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
章
の
名
に
恥
じ
な
い

よ
う
周
り
の
人
々
、
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
で
す
。」
と
感
謝
と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　高井靜枝さんは、大正５年１月15日生
まれ。
　楽しくユーモア溢れる性格の高井さんは、
カラオケやゲートボール、旅行などが趣味
で、大勢で楽しく過ごすのが大好きだそう
です。
　この日もカラオケできたえた得意な歌を、
迫力ある声で披露してくださいました。

長寿お祝い事業

高井靜枝さん(行方)
上寿(100歳)およろこび状を贈呈

酒をふりラップをかけ、
電子レンジで２分ほど加熱
し、冷めたら細かくさく
ゆでて水にとり２～３㎝に
切る
２～３㎝に切る
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2016.２月号 2016.２月号

●問い合わせ先  奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855

●会　期　2月13日(土) ～3月13日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
　　　　　■休館日／毎週月曜日

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  　※ただし、常設と共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

山 部 泰 司  展
－ここからはじまる風景画 －
 Yamabe Yasushi　solo exhibition

冬のおもてなし

２
お知らせ
情報

那岐山麓 山の駅

●日　時　2月27日㈯ ～3月6日㈰
　　　　　午前９時30分～午後５時
　　　　　（2/27～28は午前10時～午後4時)

●場　所　那岐山麓山の駅 いろり家
●内　容　山の駅スタッフによる手作り雛や

つるし雛、七段飾り、町内外の工
芸作家等による雛人形の展示
レストランではひな祭りにちなん
だ特別メニューを用意（３月１日
から）

●問い合わせ先
　　　　　役場 産業振興課  ☎36-4114
　　　　　那岐山麓 山の駅  ☎36-8080

●と 　 　 　 き　　2月14日㈰ 午前10時～午後２時

●と 　 こ 　 ろ　　 文化センター
●料　　　　金　　 大人800円(お抹茶付)、子ども500円
●内　　　　容　　 七草がゆ膳、お茶席、箏生演奏
　　　　　　　　　押し花といけばなの展示
●問い合わせ先　　奈義町観光協会　☎36-7311

　１年間の無病息災を願い食される「七草がゆ」はお正月の
伝統行事です。毎年恒例となりました旧正月の七草がゆのつ
どいを今年も開催します。お琴
やお花、お茶席などで彩られた
日本の美しい空間と、地元でと
れた七草で作るおいしい七草が
ゆ膳で、日本の伝統文化をゆっ
くりと楽しんでください。

第12回
七草がゆのつどい

e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp　http://www.town.nagi.okayama.jp/moca/　facebook・奈義町現代美術館

　1980年代から絵画の可能性について様々な試みを追求して
いる津山市出身で関西を代表する画家の一人である山部泰司氏
の本格的な回顧展を開催します。
　山部は近年、名画の中に描かれた樹木や森、水などを引用し
ていくことで、様々な時間の流れが混在する重層的な風景画を
発表しています。
　｢さまざまな条件によって変成する風景画は、見るものと見
られるものとの相互的な編集過程であり、動態として新たな関
係性が生まれる絵画を構想している｡」と山部が述べているよ
うに、深い森とその森を侵食していく水や滝などが描かれ、そ
れぞれの大きさが部分ごとに異なり、複数の景色が無数に重な
りあっている情景の絵画は、記憶と現実、現在と過去など対立
する要素を内包させながらも、とらえきれない無限の地平を模
索しているといえるでしょう。
　約7年ぶりになる奈義MOCAでの個展は、進化をし続ける
｢山部芸術」の真髄もご堪能いただけます。

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

◎作家によるギャラリートーク
　2月13日(土)、3月13日(日）いずれも午後2時から、作家がご希
　望の方に作品解説をします。

■関連イベント
ARTIST×CAFE　Vol.59
◇開催日　2月14日(日）
◇場　所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇参加料　チケット制 300円(飲み物付／入館料は別途必要）
◇特別関連講演会　午後1時30分～午後２時30分
　竹浪遠先生（京都市立芸術大学講師・文学博士）
　「中国山水画の表現と意味」
◇対談　午後２時45分～午後3時45分
　山部泰司（画家）×竹浪遠（京都市立芸術大学講師・文学博士）
　「山水画と風景画と現代美術」

ワークショップ『金の小石のオブジェをつくろう！』
◇日　時　2月28日(日）　午後1時30分～午後4時30分
◇場　所　奈義町観光案内所
◇参加費　一人2,000円（材料費込）
◇対　象　年齢制限はありません。
　　　　　事前申込み制で、応募者多数の場合は先着順にな
　　　　　ります。※詳細は美術館まで。
◇内　容　風景の中から見つけた小石に箔押して金色の小石
　　　　　のオブジェをつくります。小石や小枝や小さな何
　　　　　かをご持参ください。｢純金箔」をひとり2枚用意
　　　　　します。箔は、箔押し用の樹脂を使って押します。
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●
日
時　

２
月
19
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
委

員
児
童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
主
催　
岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課

●
問
い
合
わ
せ
先

　

運
営
事
務
局　

㈱
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

☎
０
８
６
︲
２
３
５
︲
９
８
２
８

　
（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

●
概
要

予
備
自
衛
官
補
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

業
に
従
事
し
な
が
ら
、
訓
練
召
集
に
よ
り
出

頭
し
、
教
育
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。

●
募
集
種
目

 
・
予
備
自
衛
官
補（
一
般
公
募
及
び
技
能
公
募
）

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

●
応
募
資
格

・
予
備
自
衛
官
補
一
般
公
募　

平
成
28
年
７
月

１
日
現
在
で
、
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

・
予
備
自
衛
官
補
技
能
公
募
（
国
家
免
許
資
格

等
保
有
者
）
平
成
28
年
７
月
１
日
現
在
で
、

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
（
国
家
資
格
）

に
応
じ
53
歳
以
上
55
歳
未
満

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）　

18
歳
以
上
27
歳

未
満

●
受
付
期
間

・
予
備
自
衛
官
補　

４
月
８
日
㈮

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）　

年
間
を
通
じ
て

行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
試
験
日

・
予
備
自
衛
官
補　

４
月
15
日
㈮
～
19
日
㈫
の

い
ず
れ
か
１
日

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
は
、
未
定

●
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所　

☎
22
︲
５
６
３
７

●
日
時　
２
月
19
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
２
階

大
ホ
ー
ル
（
津
山
市
山
下
92
︲
１
）

●
出
展　
約
15
社

●
対
象　
40
歳
未
満
の
求
職
者
（
平
成
28
年
３

月
卒
業
予
定
者
含
む
）

●
参
加
費　
無
料

●
持
ち
物　
履
歴
書
（
会
場
で
コ
ピ
ー
可
能
）

●
日
時　
２
月
19
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

　

津
山
市
山
北
５
２
０　

☎
23
︲
５
１
３
０

●
担
当

　

津
山
簡
易
裁
判
所
所
属　

民
事
調
停
委
員

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
津
山
支
部
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
事
調
停
委
員

●
相
談
内
容

イ
土
地
・
家
屋
・
農
地
・
山
林
・
金
銭
貸
借
・

　

交
通
事
故
等
の
民
事
に
関
す
る
諸
問
題

ロ
離
婚
・
そ
の
他
家
庭
内
の
も
め
事
・
相
続

　

・
扶
養
等
の
家
事
に
関
す
る
諸
問
題

　

調
停
委
員
が
調
停
手
続
き
の
利
用
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、
訴
訟
、
調
停

等
の
法
律
判
断
に
関
す
る
こ
と
は
相
談
に
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
ご
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い
て
は
秘
密
を

堅
く
守
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
裁
判
所 

津
山
支
部 

庶
務
課

　

☎
22
︲
９
３
２
６

●
日
時　

２
月
13
日
㈯

　

午
後
１
時
～
午
後
２
時　

セ
ミ
ナ
ー
（「
争

族
」
に
な
ら
な
い
た
め
の
相
続
対
策
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分　

無
料
相
談
会

●
内
容　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
不
動
産
、

税
金
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

●
会
場　
岡
山
県
立
図
書
館

　
（
岡
山
市
北
区
丸
の
内
２
︲
６
︲
30
）

●
参
加
費　
無
料

●
予
約　
不
要

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

☎
０
８
６
６
︲
22
︲
７
９
０
６

　

今
年
も
例
年
ど
お
り
２
月
11
日
㈭
に
は
、
国

道
53
号
を
中
心
に
デ
モ
行
進
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
国
道
を
中
心
に
混
雑
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
現
場
警
察
官
の
指
示
に

従
っ
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

美
作
警
察
署　

☎
72
︲
０
１
１
０

　

奈
義
交
番　
　

☎
36
︲
３
１
１
０

　

最
近
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
、
劇
場
・
競
技
場
・
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
場
所
が

狙
わ
れ
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
る
な
ど
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
第
42
回
主
要
国
首
脳
会
議

（
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
及
び
関
連
閣
僚
会
合

が
全
国
10
カ
所
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
県
内
で
も
倉
敷
市
で
は
５
月
14
日
㈯

・
15
日
㈰
に
教
育
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
警
察
で
は
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
向

け
不
審
情
報
の
収
集
・
分
析
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
水
際
対
策
や
警
戒
警
備
を
し

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
を
通
じ
て
「
お
か
し

い
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
警
察
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

美
作
警
察
署　

☎
72
︲
０
１
１
０
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■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

■
地
元
で
正
社
員
に
な
ろ
う
！

　
合
同
就
職
面
接
会

■
平
和
を
、
仕
事
に
す
る
。

　
予
備
自
衛
官
補
・
自
衛
官
候
補

　
生
（
男
子
）
を
募
集
し
ま
す

■
司
法
書
士
・
税
理
士
・
土
地
家

　
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
in
県
立
図
書
館

■
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
ご
協
力
を

■
美
作
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

■
無
料
調
停
相
談
会
開
催



2016.２月号 2016.２月号

小  学  校

中央東幼稚園

●問い合わせ先　図書館 ☎36-5811

小  学  校

中央東幼稚園

チェック！

現在展示
中！

２月１５日(月)

２月１６日(火)

２月１７日(水)

２月１８日(木)

２月１９日(金)

２月２５日(木)

対象地区名 時間・場所
上町川・滝　本

荒内西・中島西

中 島 東 ・  柿　

久　常・広　岡

豊　沢・成　松

小　坂・馬　桑

月　日（曜日)

２月２２日(月) 宮　内・西　原

２月２３日(火) 皆　木・行　方

２月２４日(水) 高　円・関　本

各 地 区
コミュニティ
　　　　ハウス
　午後７時～

http://www.town.nagi.okayama.jp//library/
※特集は図書館ホームページからもご覧になれます。

～図書館からのお知らせ～

特集紹介！

　昨年７月から地域おこし協力隊の藤井さん、横田さんが本町の活性化に向けて
さまざまな活動を行なっています。
　今月から「地域おこし協力隊がゆく！」と題し、協力隊の２人の活動を紹介し
ていきますので、よろしくお願いします。

藤 井  晃 さん

・観光案内所で観光客の案内
・移住目的で来られた方へ、空き家の紹介、案内
・町内観光ＰＲのためのテレビ、ラジオ出演
・町内の商店と協力した地域資源を使ったお土産
　(スイーツ）作り　など

横 田 久 美 子 さん

・イベントのチラシやポスターの作成
・お土産のパッケージデザイン
・地域資源を活かした商品開発
・地域コミュニティと連携したイベントのプラン
　ニング
・観光マップ作成　など

テレビ、ラジオ
などのメディアを
通じて奈義の魅力
をＰＲしていき
　　ます！

２月配布予定の観光
マップ「奈義山歩」
　季節ごとに奈義の
見所を特集します。

　図書館では毎回、様々な特集を組んで本を紹介して
ます。図書館中央や、児童書コーナーに展示していま
すのでどうぞご利用ください。普段は手に取らない本
との出会いがあるかもしれませんよ。

【絵本・児童書の特集】
「字のないえほん」
「冬のほん」
「冬のよみもの」｢パンダの本」

【児童書・一般書の特集】
  くれっしぇんど！ vol.3「音楽のちから」
「豆とせつぶんの本」

「大河ドラマを予習！真田一族の本」
「2015年追悼作家特集」

【本日の一冊】
  ほぼ日替わりでおすすめの
  本を紹介しています！

●問い合わせ先
　　役場 産業振興課　☎36-4114
　　ＪＡ勝英 奈義ライスセンター　☎36-3156

　農家の皆様には、生産数量目標に即した米づくり
や転作作物の推進にご理解とご協力をいただき、あ
りがとうございます。
　経営所得安定対策等の内容や集落営農の組織化・
法人化等についての地区座談会を下記の日程で行な
います。

経営所得安定対策等
地 区 座 談 会

テレビ取材のようす

「地域おこし協力隊がゆく！」
「地域おこし協力隊がゆく！」「地域おこし協力隊がゆく！」

シリーズ

vol.1
「自己紹介」
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2016.２月号 2016.２月号

小  学  校

中央東幼稚園

●問い合わせ先　図書館 ☎36-5811

小  学  校

中央東幼稚園

チェック！

現在展示
中！

２月１５日(月)

２月１６日(火)

２月１７日(水)

２月１８日(木)

２月１９日(金)

２月２５日(木)

対象地区名 時間・場所
上町川・滝　本

荒内西・中島西

中 島 東 ・  柿　

久　常・広　岡

豊　沢・成　松

小　坂・馬　桑

月　日（曜日)

２月２２日(月) 宮　内・西　原

２月２３日(火) 皆　木・行　方

２月２４日(水) 高　円・関　本

各 地 区
コミュニティ
　　　　ハウス
　午後７時～

http://www.town.nagi.okayama.jp//library/
※特集は図書館ホームページからもご覧になれます。

～図書館からのお知らせ～

特集紹介！

　昨年７月から地域おこし協力隊の藤井さん、横田さんが本町の活性化に向けて
さまざまな活動を行なっています。
　今月から「地域おこし協力隊がゆく！」と題し、協力隊の２人の活動を紹介し
ていきますので、よろしくお願いします。

藤 井  晃 さん

・観光案内所で観光客の案内
・移住目的で来られた方へ、空き家の紹介、案内
・町内観光ＰＲのためのテレビ、ラジオ出演
・町内の商店と協力した地域資源を使ったお土産
　(スイーツ）作り　など

横 田 久 美 子 さん

・イベントのチラシやポスターの作成
・お土産のパッケージデザイン
・地域資源を活かした商品開発
・地域コミュニティと連携したイベントのプラン
　ニング
・観光マップ作成　など

テレビ、ラジオ
などのメディアを
通じて奈義の魅力
をＰＲしていき
　　ます！

２月配布予定の観光
マップ「奈義山歩」
　季節ごとに奈義の
見所を特集します。

　図書館では毎回、様々な特集を組んで本を紹介して
ます。図書館中央や、児童書コーナーに展示していま
すのでどうぞご利用ください。普段は手に取らない本
との出会いがあるかもしれませんよ。

【絵本・児童書の特集】
「字のないえほん」
「冬のほん」
「冬のよみもの」｢パンダの本」

【児童書・一般書の特集】
  くれっしぇんど！ vol.3「音楽のちから」
「豆とせつぶんの本」

「大河ドラマを予習！真田一族の本」
「2015年追悼作家特集」

【本日の一冊】
  ほぼ日替わりでおすすめの
  本を紹介しています！

●問い合わせ先
　　役場 産業振興課　☎36-4114
　　ＪＡ勝英 奈義ライスセンター　☎36-3156

　農家の皆様には、生産数量目標に即した米づくり
や転作作物の推進にご理解とご協力をいただき、あ
りがとうございます。
　経営所得安定対策等の内容や集落営農の組織化・
法人化等についての地区座談会を下記の日程で行な
います。

経営所得安定対策等
地 区 座 談 会

テレビ取材のようす

「地域おこし協力隊がゆく！」
「地域おこし協力隊がゆく！」「地域おこし協力隊がゆく！」

シリーズ

vol.1
「自己紹介」

～ 自分たちで育てた稲のわらを使って作りました ～
　12月９日お飾り作りをしました。
　春から、教育支援ボランティアの方をはじめ、地域の
方々にご指導をいただきながら米作りの学習を続けてき
た総決算です。
　米作りは、毎年、５年生の総合的な学習の中で取り組
んでいます。４月の籾まきから始まり、５月に田植えを
行ないます。子どもたちは、水を張った田んぼの感触を
味わいながら、苗を一生懸命植えました。８月には、ボ
ランティアのみなさんと職員で、青刈りを行ない、｢お
飾り」用の藁を刈り取りました。そして10月に稲刈り
と稲こぎを行ない、収穫しました。収穫したお米は、｢なぎみ苑」の方々に送ったり、学校給食や学年PTA活
動で全校児童や保護者のみなさんに味わっていただきました。
　今回の「お飾り」作りでは、ボランティアの方が作られた見本をまず見せていただきました。その後、自分
の家に持って帰るお飾り作りに取り組みました。いざやってみると、なかなか思うようにはいきません。それ
でも、10月に行なった「いいそない」の学習を生かして一生懸命作り、作業開始から約１時間半ほどで完成
しました。苦労が多かったですが、子どもたちは手作りのお飾りの完成に満足した表情をしていました。
　１年間、米作りに取り組み、籾から米に育てていきながら、米作りの一端を学びました。また、後日、ボラ
ンティアの方からお話を聞く時間を設け、米作りをされている方の思いを聞き、学習のまとめを行なうことが
できました。１年間、教育支援ボランティアの方をはじめ、たくさんの地域のみなさまにお世話になり無事に
学習を終えることができました。ご協力大変ありがとうございました。

　中学校３年生が幼稚園に『幼児との触れ合いの体験を通して
幼児への理解と関心を深める』などのねらいをもって保育実習
に来てくれました。
　お互いに自己紹介をしたり、触れ合い遊びをする中で、｢懐かしいな」と幼稚園
の時のことを思い出したり、園児に負けないくらい元気に遊んでくれました。ま
た、歌を聞き合った時には、中学生が歌っている姿を見ながら、｢上手だな」｢すご
いな！」と歌にひきこまれていくかのような表情で一生懸命に聞く姿が見られま

した。その後は、中学生が用意してくれていた手作りおもちゃで一緒に遊
び、楽しい時間を過ごすことができました。園児の目線にたって話かけた
り、ひらがなや絵で園児たちにわかりやすいように描いてくれていました。
また、年長、年少それぞれのコマの回し方も教えてもらいました。手を添
えながら優しく紐の巻き方を教えてもらい、何度も挑戦する姿が見られま
した。園児と中学生の笑顔があふれる1日となり、充実した交流になりま
した。中学生と一緒に遊んだり、頑張っていることを見てもらったりする

中で、たくさん褒めてもらうことができ、自分に自信をもつこ
とができました。そして、工夫した楽しいおもちゃで遊べたこ
と、いろいろな折り紙をもらったこと、優しく声をかけてもら
ったこと、コマ回しが上手だったことなど、優しい、頼もしい、
お兄ちゃん、お姉ちゃんに憧れの気持ちがたくさんもてた園児
たちでした。
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５年生　米作りの学習「お飾り作り｣

中学校３年生が保育実習にやってきました！



2016.２月号2016.２月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

月

累

　計

月

累

　計

件

件

件

件

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

累計

件　数 搬送人員 搬送人員件　数

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成27年12月31日現在

12月16日 ～ １月15日受付
（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

12月16日 ～ １月15日受付
（敬称略）

休　日　当　番　医

名
義
川

成
松
川

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

（平成28年１月１日現在）

2,555世帯

6,223

人
人

男
女

人
（先月比較 ＋1） 

3,078
3,145

2月
7日

11日

14日

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

21日 太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

28日

滝　本　・　芦　田　青　渚 くん
　　　　　　　　　　（唯・彩可）
滝　本　・　飯　田　唯　愛 ちゃん
　　　　　　　　　　（賢介・麻美）
皆　木　・　小　林　建　斗 くん　
　　　　　　　　　　（修二・奈央）

上町川　・　坂　田　侑　暉（津山市）
　　　　　　　　　　幸　希
滝　本　・　清　家　憲　二
　　　　　　　　　　絢　香（津山市）
　柿　　・　早　瀬　正　洋（津山市）
　　　　　　　　　　希　実
滝　本　・　大　塚　正　孝
　　　　　　　　　　未　貴（津山市）

荒内西　・　柴　田　千鶴子（ 8 6 歳）
　柿　　・　芦　田　了　子（ 6 8 歳）
中島西　・　安　藤　弘　惠（ 9 5 歳）
　柿　　・　佐　桑　輝　正（ 8 9 歳）
中島東　・　小童谷　　　操（ 9 7 歳）
成　松　・　松　原　隆　夫（ 8 1 歳）
広　岡　・　粟　井　實　義（ 9 7 歳）
滝　本　・　小　阪　忠　正（ 8 4 歳）
中島東　・　小童谷　庸　夫（ 8 6 歳）
高　円　・　有　元　主　治（ 9 2 歳）

意見・提案
サークル紹介

募  集
●３月号は２月10日㈬が締め
　切りです。また、町・広報
　委員会に対するご意見・
　ご提案を募集しています。
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1件
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55件
5件

15件

12月 60件
750件

58人
710人

661件
7,479件

615人
6,912人

こんなに大きくなりました

　   歳で～す

平成27年１月生まれ

なぎ町PR動画
LINE友だち
募集中‼

さと丸くんLINE
スタンプはこちら!

勝 北 診 療 所
津山市杉宮　☎29-2324

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

「町民総参加の
　　観光まちづくりを！」(仮）

N

おお こそ みつる

大滝
●

小滝
●

●

● 大神岩

蛇淵の滝
●

最標高の滝

● 那岐山麓 山の駅

那岐山

香典返しとして
滝　本・西村美智子（亡母・アサノ）
　柿　・柴田　光広（亡父・登）
宮　内・吉元　　勝（亡母・ふくこ）
西　原・野々上正成（亡父・庸敏）
広　岡・願念　春香（亡母・　和め）
滝　本・菊川　眞澄（亡夫・紀雄）
成　松・松原　勝子（亡夫・隆夫）
滝　本・小坂田正義（亡祖母・糸枝）
米寿祝い返しとして
関　本・爲季　房子
皆　木・皆木　信昭
見舞い返しとして
豊　沢・森藤　末壽
中島東・鷹取　一郎
社会福祉のために
町　内・さと丸バス利用者

　 せ　　　な

　 ゆ　い　な

　 け　ん　と

95

奈義町PR映像
　　　　配信

中！

　本町では、｢観光」を、地方創生の一つの柱として力を入れ、｢住んでよし、訪
れてよし」のまちづくりを進め、地域や町民の方が主役となる観光を目指してい
ます。
　観光によって、新しい仕事やお店が生まれ、地域経済が元気になります。町を
訪れる人が増え、出会いや交流が盛んになり、移住者が増えることで、町全体の
活性化につながります。
　そんな「観光まちづくり」の第一人者である大社充さんに講演を行なっていた
だきます。
　お話を聞いて、みなさんの力で奈義町を盛り上げましょう。

●講　師　大 社 充 氏（観光地域づくりプラットホーム推進機構　代表理事）

●日　時　3月6日㈰ 午後２時 ～（予定)

●場　所　文化センター ２階　201・202集会室
●参加費　無料

奈義町観光まちづくりＤＭＯ講演会
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▲ 元
げ ん ば

番　優
ゆ う か

歌 ちゃん
18日生まれ（高円)

★元気で明るく、みんなか
ら愛される子に育ってね♡

父・雅広さん
母・幸恵さん

▲ 豊
とよふく

福　透
と う や

矢 くん
20日生まれ（中島西)

★お兄ちゃんと仲良く元気
に大きくなってね。

父・祥旗さん
母・永子さん

▲ 小
お さ か

坂　尚
な お き

輝 くん
25日生まれ（高円)

★笑顔がキュートな尚輝君!
　元気に大きくなってネ！

父・隆広さん
母・浩子さん
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火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内
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奈 義 町 内 津山圏域内
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林　野
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林　野
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建　物
林　野
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建　物
林　野
その他

累計

件　数 搬送人員 搬送人員件　数

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成27年12月31日現在

12月16日 ～ １月15日受付
（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

12月16日 ～ １月15日受付
（敬称略）

休　日　当　番　医

名
義
川

成
松
川

小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

（平成28年１月１日現在）

2,555世帯

6,223

人
人

男
女

人
（先月比較 ＋1） 

3,078
3,145

2月
7日

11日

14日

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

21日 太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

28日

滝　本　・　芦　田　青　渚 くん
　　　　　　　　　　（唯・彩可）
滝　本　・　飯　田　唯　愛 ちゃん
　　　　　　　　　　（賢介・麻美）
皆　木　・　小　林　建　斗 くん　
　　　　　　　　　　（修二・奈央）

上町川　・　坂　田　侑　暉（津山市）
　　　　　　　　　　幸　希
滝　本　・　清　家　憲　二
　　　　　　　　　　絢　香（津山市）
　柿　　・　早　瀬　正　洋（津山市）
　　　　　　　　　　希　実
滝　本　・　大　塚　正　孝
　　　　　　　　　　未　貴（津山市）

荒内西　・　柴　田　千鶴子（ 8 6 歳）
　柿　　・　芦　田　了　子（ 6 8 歳）
中島西　・　安　藤　弘　惠（ 9 5 歳）
　柿　　・　佐　桑　輝　正（ 8 9 歳）
中島東　・　小童谷　　　操（ 9 7 歳）
成　松　・　松　原　隆　夫（ 8 1 歳）
広　岡　・　粟　井　實　義（ 9 7 歳）
滝　本　・　小　阪　忠　正（ 8 4 歳）
中島東　・　小童谷　庸　夫（ 8 6 歳）
高　円　・　有　元　主　治（ 9 2 歳）

意見・提案
サークル紹介

募  集
●３月号は２月10日㈬が締め
　切りです。また、町・広報
　委員会に対するご意見・
　ご提案を募集しています。
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12月 60件
750件

58人
710人
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7,479件

615人
6,912人

こんなに大きくなりました

　   歳で～す

平成27年１月生まれ

なぎ町PR動画
LINE友だち
募集中‼

さと丸くんLINE
スタンプはこちら!

勝 北 診 療 所
津山市杉宮　☎29-2324

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

「町民総参加の
　　観光まちづくりを！」(仮）
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大滝
●

小滝
●

●

● 大神岩

蛇淵の滝
●

最標高の滝

● 那岐山麓 山の駅

那岐山

香典返しとして
滝　本・西村美智子（亡母・アサノ）
　柿　・柴田　光広（亡父・登）
宮　内・吉元　　勝（亡母・ふくこ）
西　原・野々上正成（亡父・庸敏）
広　岡・願念　春香（亡母・　和め）
滝　本・菊川　眞澄（亡夫・紀雄）
成　松・松原　勝子（亡夫・隆夫）
滝　本・小坂田正義（亡祖母・糸枝）
米寿祝い返しとして
関　本・爲季　房子
皆　木・皆木　信昭
見舞い返しとして
豊　沢・森藤　末壽
中島東・鷹取　一郎
社会福祉のために
町　内・さと丸バス利用者

　 せ　　　な

　 ゆ　い　な

　 け　ん　と

95

奈義町PR映像
　　　　配信

中！

　本町では、｢観光」を、地方創生の一つの柱として力を入れ、｢住んでよし、訪
れてよし」のまちづくりを進め、地域や町民の方が主役となる観光を目指してい
ます。
　観光によって、新しい仕事やお店が生まれ、地域経済が元気になります。町を
訪れる人が増え、出会いや交流が盛んになり、移住者が増えることで、町全体の
活性化につながります。
　そんな「観光まちづくり」の第一人者である大社充さんに講演を行なっていた
だきます。
　お話を聞いて、みなさんの力で奈義町を盛り上げましょう。

●講　師　大 社 充 氏（観光地域づくりプラットホーム推進機構　代表理事）

●日　時　3月6日㈰ 午後２時 ～（予定)

●場　所　文化センター ２階　201・202集会室
●参加費　無料

奈義町観光まちづくりＤＭＯ講演会
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2016.２月号

「広報NAGI」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生
 抑制に努めています。

〒708-1392  岡山県勝田郡奈義町豊沢306-1　☎（0868）36－4111
　（0868）36－4009http://www.town.nagi.okayama.jp/　　E-mail:soumu@town.nagi.okayama.jp

平
成
28
年
２
月
号

　
　第
711
号

交通安全機器・用具を寄贈

産地拡大に向けた新たな取組み！

接戦を制し見事
優勝！！

NAGIタイムズ

　１月14日、勝英農業協同組合から町に、
カーブミラーや夜光たすきなど６種類の交
通安全機器・用具が寄贈されました。
　内藤代表理事組合長から目録を受け取っ
た笠木町長は「交通安全に役立たせていた
だきます」と謝辞を述べました。
　寄贈された機器・用具は、幼稚園や小学
校の新入生に配布し、交通安全の啓発等に
活用します。

　12月14日、小坂多目的集会施設で、産地拡
大に向けた新たな取組みとして、｢リンドウ栽
培説明会」を開催しました。
　これは、平成26年６月から２年間、勝英農
業普及指導センター指導のもと、皆木、小坂、
馬桑地区の冷涼な気候に適した作物とされる
リンドウの実証栽培を行なった結果、順調に
生育・出荷ができたことを受け、リンドウを
新たな転作作物として推進を図るため行ない
ました。
　説明会では、普及指導センター職員から実
証栽培の結果報告や栽培方法等についての説
明があり、参加された皆木、小坂、馬桑地区
の農家の方々は熱心に聴講され、リンドウ栽
培への取組みに意欲を示されていました。

　12月27日、赤磐市の吉井Ｂ＆Ｇグラ
ンウンドで行なわれた第６回吉井スポレ
ククラブ杯サッカー大会に奈義町スポー
ツ少年団サッカー教室が出場し、予選か
ら４試合を勝ち抜き、優勝を果たしまし
た。
　４試合中２試合が引き分けでＰＫ戦と
なりましたが、選手の強い気持とチーム
ワークで見事接戦を制しました。
　同チームは、現在23名が所属し、毎週
火曜日と木曜日に練習に励まれています。

～ 勝英農業協同組合 ～

～リンドウ栽培説明会開催 ～

～ 奈義町スポーツ少年団
　　　　　　　  サッカー教室 ～
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